
実務経験証明書兼誓約書記入上の注意 

 

証明者の記入 

 所属会社代表者の証明が必要です。または、公共工事の入札権限を受任している支店長でもかまいません。 

工事名/工事場所 

 工事名は契約書や注文書の工事名を正確に書いてください。 工事場所は都道府県単位で記載してくださ

い。ただし、工事件名から工事場所のわかるものは省略してかまいません。 

工事の概要（実務経験として認められる工事内容）：下記から選んで記入してください。それ以外は認められ

ません。 

 ・一般に屋外で行われるスポーツに供されるグラウンド・コートの路面舗装工事及び路面補修工事（野球場、

陸上競技場、サッカー場、ラグビー場、テニスコート、バスケットボールコート、バレーボールコート、ゲ

ートボール場、相撲場、弓道場、乗馬場、学校校庭、多目的屋外運動場） 

 ・グラウンド・コートの地下排水施設工事、その周囲に設けられる排水施設工事 

 ・スポーツ競技の規則上必要な付帯施設の設置工事（ネットポスト、ゴール、陸上競技場内圏縁石など） 

従事した作業の内容 

 作業員、建設機械オペレーター、職長、現場監督、現場代理人など。 

実務経験年数 

 古いものから順に記入してください。同じ期間に重複して計上はできません。同月内２か所以上の実務を行

った場合は最も日数の多い工事名で記入してください。 

 202５年 8 月 31 日までの実務経験を見込んでかまいません。 

 審査の結果実務経験として認められない内容は経験年数から差引きますので、７年をこえる実務経験のあ

る方は、多めに実務経験を記載して下さい。（認められない工事内容の例：フェンス・防球ネット等の囲障

工事、機械設備・電気設備工事、観賞用の芝張工事、植栽工事など） 


